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モビリティウィークとは？1-1
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まちでの移動、都市交通を切り口に、地球環境やまちづくり、福祉など幅広いテーマについて、市民
と行政が一緒になって考える環境交通啓発週間（9/16-22）のことです。

欧州委員会（環境総局）のプロジェクトで、2002年より実施され、近年、世界約3000都市が毎年参
加しています。

この活動を通じ、持続可能な都市交通・まちづくりに向けた、①市民への啓発と②自治体の政策推
進の双方を目指しています。啓発にとどまらず、これを機にハード・ソフトともに自治体の政策展開
まで行われている点が特徴で、持続可能な都市交通の政策推進にむけた有効な手立てとして活用
されています。

モビリティウィークでは、３つの主な移動手段（公共交通、自転車、徒歩）をはじめとし、
関連付けられる都市活動について、毎年決められるテーマに従い、日替わりでキャンペーンを実施しています。
最終日にはメインイベントとして、カーフリーデー（車のない都市空間を体験し、考える日）があります。

この数年は、自転車の利用促進が各都市の重要なテーマとなっています。

市民への
社会啓発

環境問題
まちづくり

文化・歴史資産
福祉・健康
生活の質

自治体の
交通施策展開
市民への施策周知

新システム・考え方の紹介
新施策のスタート

環境交通啓発週間（9/ 16-22）です！
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交通×土地利用×暮らし
持続可能な交通まちづくりの実現
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クルマの問題って
何だろう？

CO2排出削減
省エネルギー

自家用車
の問題を考えます！
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肥満・病気リスク

市街地の低密度化

自家用車維持費の負担

移動の制約
障がい者、高齢者、子供など
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移動を見直し、持続可能な社会へ近づけよう！

モビリティウィークでは、交通（移動）を通じて、市民一人一人の暮らしから、地球のことまで幅広い課題を考えます。

特に、自動車の使い方について考えます。自動車は、便利ですが、エネルギーや空間利用の点で非効率な移動手段です。

自動車に過度に依存する社会がもたらす弊害（大気汚染、騒音、健康被害、市街地の空洞化など）を見つめ直し、今後は、持
続続可能な社会の構築にむけて、それぞれのまちが、必要かつ最善な交通（移動）手段は何か、選択し、各交通手段の優先
順位をつけていく必要があります。

課題のイメージ
　～持続可能な交通街づくりの実現にむけて～

余暇

自家用車は
CO2総排出量の約1割

家計負担の軽減

地域の活性化
まちの資産（文化・歴史）の活用
商店街の活性化

渋滞による時間ロス
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カーフリーデーとは？2
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モビリティウィーク最終日（9/22）のメインイベント

車のない都市空間を体験し、車の問題を考えます！
一日、まちの中心部に、車両の通行禁止地区をつくり、車から解放された都市環境の変化（騒音、大気、にぎわいなど）を、市
民ひとりひとりが体験します。

公共交通や自転車など他の移動手段が充実していれば、街では車に頼らなくても日常生活には支障がないことを実感する
ことができます。車に過度に頼らない持続可能なまちにするにはどうしたらよいか、まちづくりや地球環境、文化、福祉、生活
の質の向上などの視点で考えます。

カーフリーデーは、1997年のラ・ロッシェル（仏）での「車のない日」にはじまり、翌年には、フランス環境省のイベント、
2000年からは、欧州委員会のプロジェクトとなり、現在に至ります。

1997年9月9日、フランスのラ・ロッシェルで、「車のない日」の社会実
験が行われました。ラ・ロッシェルは、大西洋岸に位置する都市圏人口
135,000人の港湾都市で、古くから貿易の拠点、芸術・文化のまちとし
て栄えています。
その一方で、環境の観点から、様々な都市交通政策を展開し、約30年
前から電気自動車の普及させた熱心な環境都市のパイオニアとして広
く知られています。ラ・ロッシェルにおける社会実験の成功が、ヨーロッ
パモビリティウィーク＆カーフリーデーの原点となっています。

チェックポイント

フリンジ駐車場
パークアンドライド（無料シャトルバス）

駐輪場

カーフリーエリア内駐車場

貸出駐輪場

カーフリーゾーン
約120ha

2006年の様子
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日本の参加状況4-1
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日本の参加は2004年から
日本国内では、2004年の横浜市・松本市・名古屋市の３都市からはじめました。近年では、毎年10都市
前後が参加するまでとなりました。地域では、東海、北陸、関西方面の参加が多く、参加形式では、行政・
市民団体が半々の割合となっています。　　　　　　　　　※日本では、市民団体の参加も登録都市として認めています。

まずはカーフリーデーから
日本では、欧州のような自治体の施策展開への活用よりも、まずは、市民の認識を深める市民啓発「カ
ーフリーデー」に重点を置いて始まりました。
なぜならば、持続可能な人や環境にやさしいまちへの転換には様々な課題がありますが、中でも、クル
マ（自家用車）の使い方について、市民一人一人が見直し、過度な依存社会からの脱却について合意し
ていくことが欠かせないからです。
今後は、モビリティウィークを活用した交通施策の展開が期待されます。



市民の意向は？カーフリーデーアンケートより5
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市民のクルマ優先社会への問題意識は、年々高くなっています。欧州市民との大きな差はありません。
自動車に替わる便利な交通手段や環境が不足していることなどから、やむを得ず自動車を利用している傾向も見ら
れます。
カーフリーデーでは、このような市民一人一人の意識が、地球環境問題、都市内交通の問題、中心市街地の停滞な
どの改善につながるよう、継続して市民意識をアンケートしていきます。

自動車交通への問題意識は？

カーフリーデーをどう思いますか？

「問題がある」約80％

「思う」

約35％
「思う」

約50％

「よい考えだ」約83％ アンケー
トに

ご協
力
お
願
い
し
ま
す！

自動
車　　　　　　　　　　

日本国内 ：2019年CFDアンケートより
ヨーロッパ：2006年市民アンケートより

自転車が便利になったら、
自動車から移動手段を
変えてみたいと思いますか？

公共交通が便利になったら、
自動車から移動手段を
変えてみたいと思いますか？

31.6％　　　　  47.0％　

43.0％40.2％

54.6％ 38.0％
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#MobilityWeek

Public space is precious; it is more important than ever that cities are

run for people, not for cars (parked or driving in multiple-lane traffic).

Policy changes are possible in a relatively short time.

1

We’ve given value to essential workers, who were invisible until now; public

transport workers, and others who help us move, are among them. Since public

transport capacity has been limited, it is important to give priority to people who need it

the most. But we also need to restore confidence in public transport, which is crucial for

sustainable and safe urban mobility.

2

The invisible became visible: air and noise pollution rates from daily transport fell to unprecedented

levels. Europeans enjoyed cleaner air and less noisy urban spaces for a while and indicated a wish for

this to continue. What can we do to maintain this to some extent?
3

Our world was going too fast, but there’s no need to rush; let’s

slow down by establishing default 30km/h speed limits or indeed

less in urban areas.

4

Respiratory health and active lifestyle are now more important than ever; initial research suggests that

pollution and obesity significantly increase health risks from COVID-19. Therefore, we need to find

permanently better ways to help people walk and cycle safely in our cities. Everyone should make an effort

to stay fit and practise sports, so not surprisingly gym accessories sold out in many shops; however, the

best gym is as simple as walking and cycling.

5

Working from home has become normal and

possible for many people, and reduces the need

for congesting and polluting commuter traffic. At the

same time, some employees need to access their

workplace. So employers and mobility experts and

planners must work together to find solutions that

help us move towards a safe recovery.

6
Children going to school by car with their parents

represent a major contribution to congestion. And by

making it feel riskier for other children to walk or cycle,

their parents take them by car too - a vicious cycle

instead of the (bi)cycle! Remote or e-learning can help

reduce these trips, but we need more sustainable

options for taking our children to school.

7

Digital tools are key for an efficient use of transport systems, but they must work for all. For many years

mobility experts have been discussing MaaS (Mobility as a Service) to promote a multimodal lifestyle. Apps

providing information on less crowded options in real time can help, or transport planners giving walking options

instead of multiple buses. Digital literacy and accessibility are also needed to make the most of these tools.

8

Buying online has been one

of the solutions during

lockdown, but what about

delivery? Remember the

potential of cargo bikes to bring

zero-emission logistics closer!

9 Certain groups of people are more

vulnerable than others; let’s build cities

with barrier-free transport systems, because

a city accessible for a person in a wheelchair

is a city accessible for everyone.

10
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35kg 0 kg90kg

乗り物くらべ ちきゅう編

※大きく成長した杉の木（50 年で、高さが約 20 ～ 30m）は
1年間で平均して約 14kg の CO2 を吸収するとされています。

バスや自転車に乗ると
地球にやさしいね！環境

くるまだと大気汚染や
騒音の問題もあるよね

二酸化炭素排出量

※70 人が移動するとして、車 54 台（平均乗車人数 1.3 人）、バス 1台、自転車 70 台で設定した場合です
※数値は分かりやすくするため、大まかなものとしています

乗りか
えると

…

乗りか
えると

…

スギ植樹換算

一般社団法人
カーフリーデージャパン
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20kcal 50 kcal 160kcal

肥満になると
病気にもなりやすいね

肥満になる人の割合

乗り物くらべ ひと編

健康

消費カロリー

％ 以下30

バスや自転車に乗ると
ダイエットにいいね！
健康になるし、病院代も少ないよ！

運転できないこどもやお年寄り、
身体の不自由なひとも、
バスならでかけられるね

※60kg の男性が 10km移動するとして、車・バス時速 30km、自転車時速 16kmで算出しています
※数値は分かりやすくするため、大まかなものとしています

一般社団法人
カーフリーデージャパン

http://www.cfdjapan.org/



まちなかが駐車場ばっかりだと
面白くないよね

1 318 ： ：
駐車場面積の比率

乗り物くらべ まちなか編
クルマだと、よりみちがしにくいね。
歩いたり自転車なら、
気軽にお店に立ち寄れるね！

1.5時間弱 1.5時間弱2時間以上
滞在時間

にぎわい

※70 人が移動するとして、車 54 台（平均乗車人数 1.3 人）、バス 1台、自転車 70 台で設定した場合です
※数値は分かりやすくするため、大まかなものとしています
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